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ラオス国ルアンパバン県における
地域ネットワークによる環境教育の定着

自然環境調査に関する「いしかわ自然史塾」
人材養成プロジェクト
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 石川県

活動地域
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ゴミ分別施設を整備 6 校

周辺住民の参加 410 人

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 75 ％

受講生 14 人

自然史調査員認定 9 人

今年度計画の達成度 64 ％

目標達成度 30 ％
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ひろげる助成
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活動内容と成果
2020年まで実施していた前期事業を発展させ、今年
は新たに4校に活動を拡大させた。これにより、生徒
520人、教員12人が環境教育を受けることができた。
新型コロナウイルス禍で、スケジュール等に変更が
あったものの、新規校でも、教員のリードにより、週
に2回以上環境保全活動に取り組む時間が設けられ、
校内の清掃や草木、学校菜園の手入れが行われた。
また、地域住民の巻込みに以前から課題があったも
のの、農業大学の学生たちによる呼びかけにより、今
年度は410人の村人が活動にゴミ分別に協力してく
れた。

活動内容と成果
① いしかわ自然史塾は、6講座を計画したが、新型コロ
ナウイルス感染拡大のため、計画の見直しを行い、5
講座の開催となった。
　 高校生2人を含む受講生14人のうち、9人を自然史調
査員として認定した。（高校生は補習授業のため、一
部欠席となり認定されなかった）
② 自然史ネットワーク構築の意見交換会は、石川県が
「まん延防止重点措置」の対象県に指定され、再三延
長されたため中止となった。
　 なお、広報・調査活動については、地元新聞での報
道、機関誌への寄稿、広報用パンフの作成、石川県立
自然史資料館でのパネル展の開催を実施した。

課　題
ラオスでは、環境保全が喫緊の課題となっているが、若
者たちが身の回りの環境問題について学び、保全技術
を体系的に身につけることができる機会が少ない。

目　標
ルアンパバン県において、環境教育が根付き、人々が自
然と寄り添う暮らしを守りながら、生活を向上すること
が可能となり、次世代を担う子どもが安心して育まれ
る社会が実現する。

課　題
① 3か年計画でいしかわ自然史塾を開講し、自然史調査
員を30人認定する
② 自然史塾の修了生を核とする新しい自然史ネット
ワークの構築を目指す

目　標
① 初年度募集定員15人に対し、14人の受講生が集まり、

9人を自然史調査員として認定
② 自然史ネットワーク構築の意見交換会は、新型コロ
ナウイルス感染拡大のため中止
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中学校での植林活動中学校での植林活動

 研修会場ホテル前での受講生の集合写真 研修会場ホテル前での受講生の集合写真

リサイクルバンクの設置リサイクルバンクの設置

海士岬海岸での植生調査の実習海士岬海岸での植生調査の実習

今年は、ロックダウンなどが行われる中で、工夫した活動ができたものの、住民の
理解促進、及び今後の持続的な活動のための現金収入向上という面では課題が
残ったため、2年目はこの課題解決に注力していきたい。

2年目は、能登地区を中心に受講生を募集する予定で、講師、会場、野外実習地を調
整中であり、募集に当たっては、能登地区の高等学校の生物部会の先生などへの働
きかけを行い、高校生の受講参加を積極的に進める。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
ロックダウンなどにより、ワーク
ショップの人数制限などがあり、予
定していた住民を招いたワーク
ショップが実施できなかった。

■工夫した点
SNSグループなどを活用し、コミュ
ニケーションが取れるよう工夫した
ことで、教員のモチベーションが増
した。

■苦労した点
新型コロナウイルス感染拡大のた
め、計画の見直しを余儀なくされ、
講師との調整に努めたが、5講座の開
催となった。

■工夫した点
新型コロナウイルス感染対策とし
て、広い研修会場を使用したほか、
実習地への移動も極力大型バスを手
配した。
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